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地球環境科学研究院公開講座「サステナビリティに資する化学」 

の開催について（お知らせ） 
 

 

開催概要：平成２８年度北海道大学大学院地球環境科学研究院公開講座の開催について 

本研究院において，札幌市教育委員会の後援を得て，公開講座を実施することになりまし

た。本公開講座は，一般市民を対象として「サステナビリティに資する化学」と題して開

講します。 

 

講 座 名 北海道大学大学院地球環境科学研究院公開講座 

「サステナビリティに資する化学」 

開講日時 平成２８年８月２３日（火）～９月２７日（火） 全６回 

毎週火曜日 １８：００～１９：３０ 

会  場：北海道大学大学院地球環境科学研究院 （札幌市北区北１０条西５丁目） 

 

講義題目・講師 

第１回 ８月２３日（火）  

講  師：大学院地球環境科学研究院 教授 八木 一三 

講義題目：「水と水素で循環する水素エネルギー社会」 

第２回 ８月３０日（火）  

講  師：大学院地球環境科学研究院 教授 松田 冬彦 

講義題目：「フジツボが嫌う有機化合物の化学」 

第３回 ９月６日（火）  

講  師：電子科学研究所 准教授 野呂 真一郎 

講義題目：「ガスを自在にあやつる多孔性材料」 

第４回 ９月１３日（火）  

講  師：大学院地球環境科学研究院 教授 神谷 裕一 

講義題目：「空気と水をキレイにする触媒化学」 

第５回 ９月２０日（火）  

講  師：大学院地球環境科学研究院 准教授 廣川 淳 

講義題目：「揮発性有機化合物の大気環境化学」 



第６回 ９月２７日（火）  

講  師：触媒科学研究所 教授 大谷 文章 

講義題目：「光触媒による環境浄化とエネルギー変換」 

 

申込期間・方法 

申込期間  平成２８年７月１１日（月）～７月２２日（金）【必着】 

申込手続き 北海道大学大学院地球環境科学研究院のホームページでご確認ください。 

http://www.ees.hokudai.ac.jp/ 

 

お問い合わせ先 

北海道大学環境科学事務部教務担当 

TEL：011-706-2204  FAX：011-706-4867  E-mail：kyomu@ees.hokudai.ac.jp 

 



 
平成２８年度  公 開 講 座 

北海道大学大学院地球環境科学研究院 

《 サステナビリティに資する化学 》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

実施期間  平成２８年８月２３日（火）～ ９月２７日（火） 

  会  場  北海道大学大学院地球環境科学研究院 

        （札幌市北区北１０条西５丁目） 

  主  催  北海道大学大学院地球環境科学研究院 

  後  援  札 幌 市 教 育 委 員 会 



北海道大学大学院地球環境科学研究院 公開講座 

《 サステナビリティに資する化学 》 
 
◎公開講座開催にあたって  

《北海道大学大学院地球環境科学研究院長 久保川 厚》 
 
 サステナビリティは持続可能性を意味する英語“Sustainability”の片仮名表記であり，

本学でもサステナビリティウィークが毎年開催されています。今日わたしたちが享受して

いる物質的豊かさを今後も保ちつつ，環境に調和した持続可能性に富む社会へと転換して

ゆくためには，物質や材料を扱う化学の力が必要です。化学と一口に言っても，実際に化

学者が取り扱うのは，フラスコの中だけにとどまらず，地球全体からナノ領域まであらゆ

るスケールでの物質循環・変換であり，将来的に環境浄化やエネルギー問題の解決に資す

る取り組みへと繋がっています。 

 この公開講座では，環境にやさしい防汚材料・環境浄化に資する光触媒や触媒，ガスの

分離・貯蔵が可能なナノ材料など材料に立脚する話から，解決すべき大気汚染問題や水素

エネルギーに基づく社会像など，多岐に亘る内容を取り扱っており，物質材料科学や化学

反応計測等の研究に携わる６人の研究者が最新の研究成果をわかりやすく紹介します。多

くの皆様のご来聴をお待ちしています。 

 

【公開講座概要】 
１．開講時期  平成２８年８月２３日（火）～９月２７日（火）（毎週火曜日） 

２．実施場所  北海道大学大学院地球環境科学研究院 
３．受講資格  満１８歳以上の方であればどなたでも受講できます。（学歴不問） 
４．定  員  ７０名（先着順） 
５．受 講 料  ３，５００円（既納の受講料はお返しできません。） 
６．修了証書  全６回の開講のうち，４回以上受講した方には，最終講義終了後に 

修了証書を交付します。 
 
【申込要領】 
 １．申込期間  平成２８年７月１１日（月）～７月２２日（金）【必着】 
 ２．申 込 先  北海道大学環境科学事務部（教務担当） 
         〒０６０－０８１０ 札幌市北区北１０条西５丁目 
         電話（０１１）７０６－２２０５ 
         E-Mail kyomu@ees.hokudai.ac.jp 
 ３．申込手続  申し込みは，下記の手順を全て行うことで完了します。 
         ① 仮申込み 
         ② 先着順（定員７０名）に本申込みの手続書類を郵送 
         ③ 本申込み（受講料の納付を含む） 
         ④ 手続き完了 

（詳細は，別紙「申込方法」を参照願います。） 
 
【その他】 
 １．会場には，駐車場がありませんので，公共の交通機関をご利用ください。 
 ２．本公開講座は，平成２８年度前期道民カレッジ連携講座（環境生活コース９単位）

の指定を受けています。 
 ３．本公開講座は特定の回のみの受講も可能です（受講料も減額となる場合があります）

ので，希望される方は上記申込「①仮申込み」の際にお申し出ください。 



 
北海道大学大学院地球環境科学研究院 公開講座 

《 サステナビリティに資する化学 》 

講義時間は，毎回１８：００～１９：３０です。 
※ 講師の都合により，講義日が変わる場合があります。

第１回 ８月２３日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院   教授 八木 一三 
講義題目：「水と水素で循環する水素エネルギー社会」 
概  要：水素燃料電池自動車（FCV）が発売され，水素社会の到来が期待されています。また，既

に家庭用燃料電池（エネファーム）を導入することを考えているご家庭もあるかもしれません。しかし

現在，水素は化石燃料を元に作られているものがほとんどで，本当の意味で持続可能な社会を支える技

術にはなっていません。本講義では，現在の水素製造技術や燃料電池技術の詳細を紹介し，将来の水素

社会に向けた様々な取り組みや先端技術開発についてお話しします。 
第２回 ８月３０日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院   教授 松田 冬彦 
講義題目：「フジツボが嫌う有機化合物の化学」 
概  要：フジツボなどの付着生物は海洋に広く分布し，幼生期は浮遊生活を送り，成体へ変態する

時に適切な場所を選択して着生します。付着生物の着生は船底，魚網，発電所冷却系などに大きな損害

を与えるため，着生防除剤として有機スズ化合物が広く使われてきましたが，海洋汚染のため 2008 年

に使用が禁止されました。海底に棲息している生物にとって他の生物の着生はその個体の死を意味しま

すので，フジツボなどが嫌う有機化合物(着生阻害物質)を作り，身を守っています。そこで，海洋生物

由来の着生阻害物質を利用した「環境にやさしい」着生防除剤の開発を目指した研究が活発に行われて

います。この講義では私たちの着生阻害物質に関する研究を紹介します。 

第３回 ９月 ６日（火） 講師： 電子科学研究所      准教授 野呂 真一郎 
講義題目：「ガスを自在にあやつる多孔性材料」 
概  要：多孔性材料とは内部にたくさんの空孔をもつ物質であり，その空孔中に分子をたくさん取

り込んだり，特定の分子のみをふるい分けたりすることが可能です。このような物質を使うと，扱いづ

らいガスを自在にあやつる（貯める，分ける）ことができます。本講義では，多孔性材料を用いたエネ

ルギーガスや温暖化ガスの効率的な貯蔵・分離技術について解説します。 
第４回 ９月１３日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院   教授 神谷 裕一 
講義題目：「空気と水をキレイにする触媒化学」 

概  要： 私たちの快適な暮らしには，清浄な空気と水は欠かせません。公害問題とモータリゼー

ションに端を発した日本の大気汚染は大きく改善されてきましたが，これは工場や自動車の排気ガスを

化学的に浄化しているからです。化学反応による環境の清浄化には，化学反応を促進させる物質“触媒”

が大いに活躍しています。本講義では，空気と水を清浄化する触媒技術について紹介します。 
第５回 ９月２０日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院  准教授 廣川 淳 
講義題目： 「揮発性有機化合物の大気環境化学」 
概  要： 空気中には，人間活動により様々な有機化合物が放出されています。これらは，揮発性

有機化合物（Volatile Organic Compounds, VOCs）とよばれ，空気中の化学反応を通して大気環境問題

に深く関わっています。例えば，VOCs の酸化反応から生成する粒子状物質は，近年，健康影響が懸念

されている PM2.5 の主要な割合を占めていることが指摘されています。本講義では，VOCs に起因する

大気環境問題を，主に化学の視点から解説します。 

第６回 ９月２７日（火） 講師：触媒科学研究所        教授 大谷 文章 
講義題目：「光触媒による環境浄化とエネルギー変換」 
概  要：植物の光合成を考えてもわかるように光は生物が生きていくのに不可欠なものですが，太

陽からふりそそぐ膨大な量の光は，環境浄化やエネルギー創出にも利用できます。代表例が光触媒反応

です。すでに，日常生活のなかにも光触媒の応用製品がふえてきています。たとえば，ガラスや壁の光

触媒コーティングや空気清浄機がそうです。これらは，光触媒反応によって屋外では汚れをふせぎ，室

内では汚染空気を浄化や抗菌・抗ウイルス作用をしめします。また，光触媒によって水を分解し，燃料

となる水素をとりだす研究も行われています。ここでは，これらの光触媒の基礎とその可能性について

やさしく解説します。 



北海道大学大学院地球環境科学研究院 
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■実施会場 
 大学院地球環境科学研究院 
■申込場所 
環境科学事務部教務担当（管理棟１階） 

■交通案内 
地下鉄南北線利用の場合：北１２条駅下車 徒歩５分 
ＪＲ利用の場合：札幌駅下車（北口） 徒歩１０分 


